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永
平
寺
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

　

国
は
、
平
成
26
年
11
月
に
、
人
口

減
少
の
歯
止
め
と
人
口
の
東
京
一
極

集
中
の
是
正
に
よ
る
人
口
減
少
問
題

の
克
服
を
目
指
し
て
、「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
法
」
を
制
定
し
、
国
の

将
来
人
口
を
推
計
し
た
「
長
期
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」
を
示
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
国
の
動
き
を
踏
ま
え
、

改
め
て
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
に

伴
う
社
会
構
造
の
変
化
に
正
面
か
ら

向
き
合
い
、「
住
み
た
く
な
る
ま
ち
」

の
実
現
を
目
指
し
、
こ
れ
ま
で
の
取

組
み
を
さ
ら
に
加
速
す
る
た
め
、
永

平
寺
町
で
は
10
月
30
日
に
「
永
平
寺

町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」「
永
平
寺
町
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の

永
平
寺
町
の
人
口
推
移

　

永
平
寺
町
の
総
人
口
は
、
１
９
９

０
年
代
後
半
に
増
加
し
た
も
の
の
、

２
０
０
１
年
の
約
２
１
２
０
０
人
を

ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
ま

す
。
ま
た
、
生
産
年
齢
人
口
（
15
歳

以
上
65
歳
未
満
）
に
つ
い
て
も
、
２

０
０
０
年
の
約
１
３
６
０
０
人
を

ピ
ー
ク
に
総
人
口
を
上
回
る
ペ
ー
ス

で
減
少
を
続
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
永
平
寺
町
の

人
口
推
移

　

国
や
地
方
の
人
口

推
計
を
行
っ
て
い

る
、国
立
社
会
保
障・

人
口
問
題
研
究
所
の

将
来
推
計
人
口
に
よ

る
と
、
2
0
4
0
年

の
永
平
寺
町
の
総
人

口
は
、
2
0
1
0
年

か
ら
３
３
２
５
人
減

少
し
て
１
７
３
２
５

人
に
な
る
と
推
計
し

て
い
ま
す
。
階
層
別

で
は
、
年
少
人
口

（
15
歳
未
満
）
は
９

４
１
人
減
少
し
て
１

７
９
２
人
、
生
産
年

齢
人
口
は
３
０
８
５

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

15～64歳

75歳以上

65～74歳
0～14歳

総人口年齢階級別人口（人）

総人口

（出所）「国勢調査」総務省、「福井県の推計人口」福井県

（出所）「将来推計人口」国立社会保障・人口問題研究所

永平寺町まち・ひと・しごと創生総合戦略

年齢階級別人口推移

将来人口推計

2040年の2010年に対する人口比

2004年前期高齢者
人口ピーク2000年

生産年齢人口ピーク

1972年
年少人口ピーク
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永平寺町まち・ひと・しごと創生総合戦略

別
構
成
比
を
比
較
す
る
と
、
後
期

高
齢
者
の
人
口
割
合
が
高
く
な
る

一
方
で
、
０
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の

人
口
割
合
が
大
き
く
低
下
す
る
推

計
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
永
平
寺
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
で

推
計
さ
れ
て
い
る
人
口
減
少
を
緩

和
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可

能
な
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
、
総
合

戦
略
を
策
定
し
ま
し
た
。

総
合
戦
略
の
位
置
付
け

　

総
合
戦
略
は
、
永
平
寺
町
総
合

振
興
計
画
に
基
づ
い
て
、
人
口
減

少
・
少
子
高
齢
化
問
題
へ
の
対
応

を
行
う
政
策
の
方
向
性
を
示
し
、

そ
の
政
策
を
推
進
す
る
役
割
を
果

た
す
も
の
と
な
り
ま
す
。
総
合
戦

略
は
現
行
の
総
合
計
画
と
整
合
性

を
確
保
し
つ
つ
も
、
人
口
減
少
・

少
子
高
齢
化
問
題
へ
の
対
応

を
行
う
政
策
の
方
向
性
を
示

す
こ
と
か
ら
、
次
期
総
合
計

画
の
内
容
に
も
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
総
合
戦
略
の
実
効
性

を
よ
り
高
め
る
た
め
、
町
民

の
方
々
を
始
め
と
し
て
、
地

域
の
産
業
、
教
育
、
金
融
、

労
働
、
メ
デ
ィ
ア
、
議
会
等

の
関
係
各
機
関
の
参
画
を
得

て
、
永
平
寺
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
策
定

委
員
会
を
設
置
し
、
平
成
27

年
５
月
25
日
の
第
１
回
策
定

委
員
会
を
ス
タ
ー
ト
に
、
策

定
委
員
会
を
８
回
、
人
口
減

少
問
題
に
関
す
る
研
修
会
を

開
催
し
、
幅
広
い
議
論
を
行

い
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
町
民
の
方
々
を

対
象
と
し
た
総
合
戦
略
地
区

別
懇
談
会
を
町
内
３
か
所
で

開
催
し
、
子
育
て
世
代
や
大

学
生
を
対
象
と
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
も
行
い
、
町
民
創
意
で
策

定
し
た
も
の
と
な
る
よ
う
に
い
た

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
に

よ
る
総
合
戦
略
や
施
策
の
評
価
・

検
証
を
行
い
、
経
済
状
況
や
社
会

構
造
の
変
化
に
あ
わ
せ
て
、
必
要

に
応
じ
た
見
直
し
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
総
合
戦
略
の
最
終

年
度
で
あ
る
平
成
31
年
度
ま
で
に

達
成
す
る
具
体
的
な
成
果
を
示
す

基
本
目
標
（
戦
略
の
4
つ
の
柱
）

ご
と
の
目
指
す
べ
き
成
果
指
標
と
、

総
合
戦
略
を
構
成
す
る
基
本
施
策

ご
と
の
K
P
I
（
重
要
業
績
評
価

指
標
）、
そ
の
K
P
I
を
達
成
す
る

目
標
年
を
設
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

具
体
的
な
全
体
方
針
や
基
本
目

標
に
つ
い
て
は
、
次
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
下
さ
い
。

「出会いよし、子育てよし、働いてよし、
住んでよし」永平寺町の実現

全体方針

平成32年まで、永平寺町の人口19,000人程度を確保する

基本目標Ⅰ
永平寺町の地域特性を活かした、
結婚・出産・子育ての希望をかなえる
（成果指標　合計特殊出生率　平成32年　1.5）

　「永平寺町の地域特性を活かした、結婚・出産・子育ての希望をかなえる」ため、積極的な結婚対策
の実施や、3世代同居率が高いという永平寺町の世帯構造を活かした子育てにやさしいまち、子育てと
仕事が両立できるまちを目指した施策を行って、合計特殊出生率の向上を図ります。また、これらの
施策を推進することで、子育て世代の転入効果も期待できます。結婚対策や子育てと仕事の両立のた
めに、子育て支援サービスのさらなる充実、地域全体での子育て環境の整備、最適な情報提供を進め
るための結婚・出産・子育てネットワークの強化などを政策の方向性として、各種施策や事業の展開
を進めていきます。

基本目標Ⅳ
永平寺町らしさを活かして、時代にあった
「誰もが住みやすい」まちをつくる
（成果指標　限界集落「0」の維持）

　「永平寺町らしさを活かして、時代にあった「誰もが住みやすい」まちをつくる」ため、生活に必要
な日常サービス（医療・介護、福祉、教育、買物、物流、燃料供給）にアクセスしづらい状況を改善
するため、町内会、自治会間の連携を進めるとともに、集落間や集落とサービス拠点間を結ぶ、地域
鉄道、路線バスやコミュニティバスなどの公共交通機関の再編を進め、歩いて行けるまちづくりを目
指します。さらに、「小さな拠点」、「暮らしの拠点」となりうる施設での公共サービスやボランティア
活動を推進します。

基本目標Ⅱ 永平寺町の地域資源を活用した安定雇用を創出する
（成果指標　平成31年度までに累積130人の従業者数増加）

　「永平寺町の地域資源を活用した安定雇用を創出する」ため、経済状況や社会構造の変化に対応でき
るよう、地域資源を活用した産業の振興や企業誘致と、永平寺町の地域特性や強みを活かした雇用の
創出を行います。恵まれた交通環境、歴史文化資源、豊富な自然環境を踏まえ、インバウンド需要の
拡大や今後の北陸新幹線福井延伸の機会も活かし、観光産業の振興による新たな雇用の拡大を目指し
ます。あわせて、農商工連携による波及効果の拡大も着実に進めていきます。
　また、福井大学や福井県立大学などの立地を活かし、産学官連携による産業振興も進めていきます。
なかでも、女子学生比率の高さ、福井大学医学部附属病院の立地、医学、看護、福祉系の学部の存在
を活かし、女性正規雇用の比率が高く職住近接が実現しやすい医療・福祉分野の産業拡大を目指して、
産学官の連携体制を構築していきます。

基本目標Ⅲ 永平寺町への新しい人の流れをつくる
（成果指標　子育て世代（25歳から39歳まで）の転入転出を均衡させる）

　「永平寺町への新しい人の流れをつくる」ため、大学・専門学校、附属病院の立地といった強みを十
分に活かすまちづくりや子育て・教育に重点をおいた施策を行い、住みよいまちづくりを行い、転出
の抑制と転入の増加を図ります。
　また、学生参画によるまちづくりをとおして、学生にとって魅力あるまち、多くの若い人々が交流
するまちを目指します。活気に満ちた、若い世代にとっても魅力あるまちを目指し、交流人口や転入
者の増加を図ります。そのための、永平寺町の魅力発信の強化も進めていきます。

人
減
少
し
て
９
７
５
６
人
、
老
年

人
口
（
65
歳
以
上
）
は
７
０
２
人

増
加
し
て
５
７
７
９
人
に
な
る
と

推
計
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、

後
期
高
齢
者
人
口
（
75
歳
以
上
）

は
６
５
９
人
増
加
と
老
年
人
口
の

増
加
の
大
部
分
を
占
め
る
結
果
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
４
０
年
と
２
０
１

０
年
の
人
口
に
お
け
る
年
齢
階
級
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環境報告
（永平寺町環境基本計画）

平成26年度

「禅の心が息づく  緑と清流のまち えいへいじ」

●�環境美化・保全に関する意識啓発や学習を目的に、環境学習会を開催しています。H26年度は「異常気
象」などをテーマに、3地区で86名の方が参加されました。
　また、町内会などで環境に関する学習会・研修会をお考えの際には、講師等をご紹介しますので、住
民生活課（℡ 61-3945）までご連絡ください。

●�福井坂井地区広域市町村圏事務組合清掃センターは、現在施設の延命化工事を行っています。これにか
かる費用は、皆さんの税金も使われています。ゴミを減らすことで施設を長もちさせることができ、皆
さんの負担軽減につながります。

　外来性の動植物は、日本固有の在来動植物の生態系を脅かすものです。
　町内では、ハクビシン、アライグマの出没が多くなっています。また、
外来植物では、オオキンケイギクが増殖しており、繁殖力が旺盛であるため、
皆様の駆除協力をお願いします。
※H26駆除数…ハクビシン 58頭　アライグマ 3頭

〇サクラマス放流・環境整備・観察
　放流回数…町内幼児園（2回）、
　　　　　　みなみっこえこくらぶ（1回）　
　放流数…約7,500匹
　　永平寺川（サクラマスを守る会）
　　的川（サクラマスレストレーション）

〇ホタル保護活動
　観察会  6月11日(水) ～ 6月19日(木)
　　吉野区長会・吉野地区振興連絡協議会・吉野公民館

〇�ヒダサンショウウオ（準絶滅危惧種）の生育環境保護
　上志比地区（ヒダサンショウウオを守る会）

●�犬猫の糞害や、空き地の不適正な管理に関する苦情が増えています。どちらも飼い
主や管理者のモラル次第で解決される問題です。身近な暮らしの中の問題解決に向
け、地域の皆様のご協力をお願いします。

●�地球温暖化防止のために、上志比文化会館冷暖房用木質バイオマスボイラーの導入や電気自動車普及促
進のための充電設備設置(道の駅「禅の里」）、公共交通機関の利用促進（えち鉄サポーターズクラブ　町
内会員数…約1,050名）、家庭用太陽光発電設備導入促進に取り組んでいます。

●�地域に学び地域を支える子どもの育成と地域コミュニティの活性化を目的に、こど
もエコクラブ活動（学校やPTA、町内会や子ども会などによる、子どもを中心にし
た環境に関する活動）を推進しています。
　また、「全国こどもエコクラブ」 に登録したクラブには、永平寺町から活動助成
金を支払いします。(上限５万円）
※全国こどもエコクラブホームページ　http://www.j-ecoclub.jp/
※町内のこどもエコクラブ登録団体数…１団体　「みなみっこえこくらぶ」

●�永平寺町は、平成27年度の「一人一日あたりのゴミ排出量」の目標値を690gとして、
ゴミの減量化に取り組んでいます。平成26年度の実績値は723gとなっており、な
お一層の減量化への取組が求められています。永平寺町の一人一日あたりのゴミ排
出量は、県下市町のうち3番目に少なくなっています。しかしゴミの排出量を見る
と、ここ数年増加傾向が続いており、人口増加等のゴミ排出量の増加につながる要
因が無いことから、さらにゴミの減量化に取り組む必要があります。

●�里地・里山・里川の保全に向け、各団体が自主的に活動中!!

●�外来性動植物の駆除

平成26年度　永平寺町一般廃棄物処理にかかる経費
ごみ処理費 建設費 収集運搬費 合　　計 一人あたり
92,936,000 26,846,000 84,735,407 204,517,407 10,581

（単位：円）

平成26年度　永平寺町一般廃棄物収集量

可燃ごみ（㎏） 不燃ごみ（㎏） 資源ごみ等
（㎏）

粗大ごみ等
（㎏）

合　　計
（㎏）

一人一日あたり
ゴミ排出量（g）

4,447,530 147,200 282,930 243,670 5,121,330 723
※古紙回収量（新聞、雑誌、段ボール）を含みません。

平成26年度　永平寺町内の公害苦情件数
野焼き
（ばい煙） 騒音 悪臭 油流失 水質汚濁

平成26年度 5 2 2 2 3

町目標値 690g

　空き地や山林といった“私有地”への不法投棄が増えています。一
度不法投棄があった場所は、繰り返し投棄されることがよくあります。
　私有地への不法投棄は、土地の所有者・管理者等自らが処理する必
要があります。土地の周囲に柵やフェンスなどを設置したり、草が伸
び放題にならないよう定期的に除草などを行い、不法投棄をさせない
ようにしましょう。
　もし、「不法投棄が行われている」「不法投棄をしようとしている」「不法投棄をして逃げていっ
た」など、不法投棄を見かけたら、下記に通報願います。

福井警察署永平寺分庁舎（℡ 61-0110）または永平寺町役場住民生活課

お
願
い

生ゴミの約90％が水分です。ゴミの量を減ら
すためにも“生ゴミの水切り”の徹底をお願
いします。また、生ゴミ処理機(コンポスト)
の購入補助もご利用ください。
※生ゴミ処理機補助 購入価格×2/3(上限4万円）　コンポスト 購入価格×1/2

生ごみ処理機設置（町補助）による減量効果（推定）
Ｈ26 累積

導入台数（台） 10 235
生ごみ減量効果（t） 2.9 29.24

お
願
い

自然環境の
保全

公害のない
快適な生活環境

づくり

リサイクルや
地球温暖化防止

など

環境に良い
人づくり

オオキンケイギク
（北アメリカ原産）

（単位：件）
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●町立図書館（松岡）  61-7117 61-7117
●町立図書館永平寺館  63-3111 63-3111
●町立図書館上志比館  64-3170 64-3170

開館時間▶10時～ 18時
　※町立図書館は火・木曜日10時～ 20時
貸出▶書籍資料10冊　　　視聴覚資料2点まで

オ ス ス メ 図 書

お 知 ら せ

新 着 図 書

10

の
月設

特

事
行
内
案

館
書
図

り
よ
だ

お申し込み・問合せ 松岡保健センター TEL.61-0111

保 健 通 信

12
月
の

特
設

コ
ー
ナ
ー

日　　時 胃がん 大腸がん 肺がん 乳がん 子宮頸がん 場　　所

12月13日㈰ 受付時間 7:30 ～
9:00

7:30 ～
10:00

8:30 ～
10:00

9:00 ～
10:00

9:00 ～
10:00 松岡保健センター

●�集団健診をご希望の人は、松岡保健センター（61-0111）にお申し込みください。
●�詳しくは、４月に各戸配布した「健診のお知らせ」をご覧ください。

元気、長生き、1
いい
1からだ！

平成27年度 12月がん集団検診のお知らせ（今年度最終です）

予防接種関連のお知らせ

がん個別検診
　●実施期間　平成28年1月30日（土）まで
　●問合せ　松岡保健センター

高齢者肺炎球菌予防接種について
対象者：①�65歳、70歳、75歳、80歳、85歳、90歳、95歳、

100歳、101歳以上の方で過去に一度も高齢者
肺炎球菌予防接種を接種されていない方（対象
となる方には予防接種兼予診票を郵送します）

　　　　②�60歳以上65歳未満で心臓、腎臓、呼吸器及び
ＨＩＶによる免疫機能障害で身体障害者手帳1
級の人（下記問い合わせ先までご連絡ください）

接種期日：平成28年3月31日（木）まで
接�種場所：�協力医療機関（協力医療機関一覧表は予防接種

予診票と一緒に郵送します）
個人負担金：3,800円

高齢者健診（個別）…申し込みが必要です
　●実施期間　平成28年1月30日（土）まで
　●申込み　松岡保健センター

●チャリティーバザー
　今年の雑誌の付録が並びます。
期日：12月13日（日）
場所：町立図書館（松岡）、上志比館

●オリジナル表紙絵コンクール応募作品展示
　町内の小学生を対象として実施している、オリ
ジナル表紙絵コンクールの応募作品全ての展示
を、松岡地区・永平寺地区・上志比地区に分け、
各図書館で行います。
期間：12月19日（土）～1月17日（日）
場所：町立図書館各館

ビッグデータを開拓せよ	 坂内　正夫／監修
真田一族と幸村の城	 山名　美和子／著
アイデアいっぱい紙せいさく	 田代　耕司／著
季節の３６６日話題事典	 倉嶋　厚／著
図解知っておくべき感染症３３	 今村　顕史／監修
一度は歩きたい！日本の町並み	 伝統的町並み研究会／編著
きもの便利帖	 君野　倫子／著
世界の米料理	 荻野　恭子／著
相撲「通」レッスン帖	 伊藤　勝治／監修
大放言	 百田　尚樹／著
虚栄	 久坂部　羊／著
家族連写	 森　浩美／著
？が！に変わるとき	 小国　綾子／著
ふしぎ駄菓子屋銭天堂　５	 廣嶋　玲子／作
ちゃいろいつつみ紙のはなし	 アリソン・アトリー／作

■町立図書館（松岡）年の瀬
■町立図書館永平寺館
（一般書）ハートフルストーリー
（児童書）クリスマス クリスマス
■町立図書館上志比館
　サンタが町にやってくる！

●おもしろとしょかん
　町立図書館（松岡）毎週土曜日
	 10:30～11:00
　永平寺館　第2・3土曜日	11:00～11:30
　上志比館　第3土曜日	 10:30～11:00

『ちゃんと伝わる話し方』
『ＰＨＰスペシャル』編集部／編

（ＰＨＰ研究所）

『シルクハットぞくは
よなかのいちじにやってくる』

おくはらゆめ／作
（童心社）

　自分の気持ちを言葉にするのが苦手な
あなた。そんなお悩みに答える一冊。
　松岡修造や阿川佐和子など著名人のア
ドバイス、すぐに実践できるテクニック
が満載です。この本でコミュニケーショ
ンのヒントを見つけてみましょう。

　みんなが寝静まった夜中の一時。大き
な黒い山高帽とマントを羽織ったシルク
ハットぞくが一斉に空へ飛び立ちます。
星の輝く美しい空の下行われる、とても
ささやかで思いやり溢れるシルクハット
ぞくのお仕事とは？心温まるお話です。

■休館
日 月 火 水 木 金 土
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31 1/1 2
3 4 5 6 7 8 9

12月開館カレンダー

●永平寺館臨時休館のお知らせ
　永平寺支所の電気工事に伴い、永平寺館は下記
のとおり休館させていただきます。
　・12月13日（日）午後
　・12月20日（日）終日

●年末年始休館のお知らせ
　12月27日（日）から1月4日（月）まで、全館
休館させていただきます。休館中の図書の返却は、
各館の時間外返却口にお願いいたします。なお、
AV資料の返却に関しましては、できるだけ開館時
にカウンターにご返却ください。

一般書

児童書

検診も残りわずかです！
毎年受けていますか？大腸がん検診。
大変です！永平寺町の女性は
大腸がんの死亡率が、全国比よりも高い！
男性の大腸がんも増加中！

大丈夫！簡単な便潜血検査で早期発見できます！
　早期発見・早期治療で90％以上が完治。がん検診の中でも有効性の高い検診です。
いつでも提出OK
　お申込みいただくと、検査キットを郵送します。
　提出は集団健診会場または松岡福祉総合センター翠荘（平日･第2日曜日･第４土
曜日8:30 ～ 17:15）です。提出締切りは、平成28年1月29日（金）まで。

●田中内科クリニック
　住所：福井市若杉4丁目512
　TEL：36-8855

●田中内科クリニック
　住所：福井市若杉4丁目512
　TEL：36-8855
●さいとう耳鼻咽喉科クリニック
　住所：福井市大宮2丁目27-22
　TEL：（0776）24-4133

高齢者肺炎球菌予防接種
実施医療機関の追加　

高齢者インフルエンザ予防接種
実施医療機関の追加

健康づくり1
いい

1からだポイントカードの回収について
　6月からご参加いただいた健康づくり１１(いい)か
らだポイントカード事業が11月30日で終了しまし
た。
　参加の皆様は、ポイントカードとアンケートを最
寄りの回収ボックスに提出してください。

（回収ボックス設置場所）
●松岡保健センター (松岡福祉総合センター内)
●上志比保健センター (やすらぎの郷内)
●�永平寺町役場 本庁 福祉保健課、永平寺支所、上
志比支所

（回収期間）12月18日（金）まで
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日 月 火 水 木 金 土

12/6 7 8 9

13 14 15 16

20 21 22 23

10 11 12

17 18 19

24 25 26

27 28 29 1/130 31 2

3 4 5 86 7 9

ベットと豊かな暮らしを
考えるつどい
　松岡河川公園
　10:00～12:00

　　健診結果相談会（11/11健診分）
　　　上志比保健センター
　　　13:30～14：00 コ コアラでクリスマス

　コアラのおへや　10:00～11:30
ち 　 クリスマス会　翠荘　9:30～11:30
フ クリスマス会　永平寺保健センター　9:30～11:30
わ クリスマス会　上志比保健センター　9:30～11:30

　　ママのためのおしゃべりサロン
　　（ベビービクス教室）
　　　松岡保健センター　10:30～11:30 
人権相談　13:30～16:00
　松岡福祉総合センター・永平寺支所・やすらぎの郷
行政相談　松岡福祉総合センター
　13:30～15:30

　　予算決算常任委員会
　　　議場　9:00～（LIVE中継）
福祉総合相談
　永平寺老人福祉センター
　13:30～16:00

　　総務常任委員会
　　　本庁３階円卓会議室　9:00～
教育民生常任委員会
　本庁３階円卓会議室　13:00～
　 育児相談、身体測定
　上志比保健センター
　9:30～11:30

おはなしのへや
　10:30～11:00
　町立図書館（松岡）

おはなし会　11:00～11:30 
　町立図書館永平寺館
結婚相談　13:30～15:30 
　町立図書館2階 視聴覚室

　　大腸がん検診　松岡保健センター　7:30～10:00
胃がん検診　松岡保健センター　7:30～9:00
肺がん検診　松岡保健センター　8:30～10:00
ＡＥＤ講習会　消防庁舎２Ｆ　13:00～14:00
乳・子宮頸がん検診
　松岡保健センター　9:00～10:00
松 そば道場　松岡児童館　9:00～12:00
志 クリスマスケーキを作ろう
　志比児童館　10:00～12:00
上 しめなわ作り
　上志比児童館　10:00～12:00
フ 支援センター開放
　永平寺保健センター　9:30～11:30
わ お父さんと遊ぼう
　上志比保健センター　9:30～11:30
松岡福祉総合センター開館日
　松岡福祉総合センター　8:30～17:15 

　　大腸がん検診　松岡保健センター　7:30～10:00
胃がん検診　松岡保健センター　7:30～9:00
肺がん検診　松岡保健センター　8:30～10:00
ＡＥＤ講習会　消防庁舎２Ｆ　13:00～14:00
乳・子宮頸がん検診
　松岡保健センター　9:00～10:00
松 そば道場　松岡児童館　9:00～12:00
志 クリスマスケーキを作ろう
　志比児童館　10:00～12:00
上 しめなわ作り
　上志比児童館　10:00～12:00
フ 支援センター開放
　永平寺保健センター　9:30～11:30
わ お父さんと遊ぼう
　上志比保健センター　9:30～11:30
松岡福祉総合センター開館日
　松岡福祉総合センター　8:30～17:15 

フ 育児相談、身長・体重測定
　永平寺保健センター
　10:00～11:30

産業建設常任委員会
　本庁３階円卓会議室　9:00～
子育て相談　やすらぎの郷
　13:00～16:00 

議会定例会
　議場　10:00～（LIVE中継）

ママのためのおしゃべりサロン
（身体計測・育児相談）
　松岡保健センター　10:00～12:00

こころの相談
　やすらぎの郷　15:30～17:30

無料法律相談　やすらぎの郷
　13:00～16:00

　　健診結果相談会（11/28健診分）
　　　松岡保健センター
　　　9:30～10:00

　　おもしろとしょかん
　　　町立図書館上志比館
　　　10:30～11:00
民話紙芝居
　町立図書館　10:30～11:00
おはなし会　11:00～11:30
　町立図書館永平寺館
結婚相談　13:30～15:30
　町立図書館2階 視聴覚室

第9回チャリテイ映画会
　上志比文化会館サンサンホール
　1回目 開場　9:30　開演 10:00
　2回目 開場 13:30   開演 14:00

松 クリスマス会
　松岡児童館　13:30～15:30 

福祉総合相談　やすらぎの郷
　13:30～16:00

上 クリスマス会
　上志比児童館　13:00～14:30
フ めだかの会出前講座
　永平寺保健センター
　10:00～11:30

　　健診結果相談会（12/3健診分）
　　　松岡保健センター
　　　9:30～10:00
志 児童館のクリスマス会
　志比児童館　13:00～15:00

役場窓口延長 19:00まで

役場窓口延長 19:00まで

役場窓口延長 19:00まで

永平寺町
みんなの第九コンサート
福井県立大学 地域交流センター
開場 13:30　開演 14:00

図書館（全館）休館日

図書館（全館）休館日

図書館（全館）休館日

図書館（全館）休館日 図書館（全館）休館日

役場閉庁

役場閉庁

役場閉庁 役場閉庁 役場閉庁 役場閉庁

図書館（全館）休館日 図書館（全館）休館日 図書館（全館）休館日 図書館（全館）休館日図書館（全館）休館日

　　ママのためのおしゃべりサロン（身体測定・育児相談）
　　　松岡保健センター　10:00～12:00
松 お正月グッズ作り
　松岡児童館　16:00～17:00
志 絵馬づくり　志比児童館
　14:00～15:00

松 お正月グッズ作り
　松岡児童館　16:00～17:00
志 絵馬づくり　志比児童館
　14:00～15:00

松 お正月グッズ作り
　松岡児童館  16:00～17:00

松 お正月グッズ作り
　松岡児童館  16:00～17:00

おはなしのへや
　町立図書館
　10:30～11:00

おはなし会　町立図書館永平寺館
　11:00～11:30 
結婚相談　町立図書館2階視聴覚室
　13:30～15:30 

役場窓口延長 19:00まで

図書館（全館）休館日図書館（全館）休館日

松 児童館で遊ぼう
　松岡児童館　10:00～17:00　　

志 児童館で遊ぼう　志比児童館　10:00～17:00
上 児童館で遊ぼう
　上志比児童館　10:00～12:00
おもしろとしょかん　町立図書館　10:30～11:00
結婚相談　町立図書館2階視聴覚室
　13:30～15:30 
松岡福祉総合センター開館日
　松岡福祉総合センター　8:30～17:15 

古本市　12/8（火）～12/13（日）　町立図書館 各館
議会定例会　一般質問　１２／７（月）～１２／９（水）　１０：００～　議場（ＬＩＶＥ中継）

古本市　～12/13（日）　町立図書館 各館
チャリティーバザー　町立図書館（松岡）（上志比館）

●開館 8:30～

各地区児童館

アイコンガイド

アイコンガイド

コアラのおへや

●毎週火・金曜日
●御陵地区コミュニティー消防センター
●9：30～11：30

61－3550

家の中に貼ってご活用ください。

2015 12-
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成
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年
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【
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松岡児童館

志比児童館

上志比児童館

61－0750

63－3111

64－3100

子育て支援センター

ちびっこ広場

●毎週水曜日
●松岡児童館
●9：30～11：30

☎61－0750

たんぽぽのおへや

●毎週月・木曜日
●吉野地区コミュニティー消防センター
●9：30～11：30

61－0130

フレンドパーク

●毎週月～金曜日
●永平寺保健センター
●9：30～11：30

63－2868

わくわく広場

●毎週月～金曜日
●上志比保健センター
●9：30～11：30

64－3100

今月の納税

（口座振替も同日です）
12月25日（金）

12月

第 3期
第 6期

天皇誕生日子育て応援の日

元日・省エネの日

町民 は、児童館、子育て支援センター開設日です。
保 存 版

固 定 資 産 税
国民健康保険税

永平寺除夜の鐘イベント
大本山永平寺 寂光苑

12/31（木） 21:30～24:30

●永平寺町役場（本庁）
●永平寺支所
●上志比支所

（永平寺ディサービスセンター）

６１-１１１１
６３-３１１１
６４-２２１１

◎総務課
◎財政課
◎総合政策課
◎農林課
◎建設課   

６１-３９４１
６１-３９33
６１-３９４２
６１-３９４７
６１-３９４８

◎子育て支援課
◎税務課
◎住民生活課
◎福祉保健課
◎会計課

６１-７２５０
６１-３９４４
６１-３９４５
６１-３９２０
６１-３９４９

◎議会事務局
◎商工観光課
◎学校教育課（教育委員会）
◎生涯学習課（教育委員会）
◎上下水道課

６１-３９５０
６１-３９２１
６１-２００９
６１-２００９
６１-０２７７

●町立図書館
●永平寺館
●上志比館 
●松岡公民館
●松岡ふるさと学習館

６１-７１１７
６３-３１１１
６４-３１７０
６１-３４００
６１-６６７７

●永平寺緑の村ふれあいセンター    
●上志比文化会館サンサンホール
●松岡福祉総合センター（翠荘）
●永平寺保健センター
●上志比保健センター（やすらぎの郷）

６３-４２２２
６４-３１７０
６１-０１１１
６３-２８６８
６４-３０００

●永平寺町在宅介護支援センター
●永平寺老人福祉センター永寿苑

●町社協地域包括支援センター
●永平寺町消防本部・消防署

６1-４３００
６３-３８６８

６４-３５３５
６１-０１７９

●上志比分署
●福井警察署
●永平寺分庁舎   

６４-２１８０
５２-０１１０
６１-０１１０
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●「10年の後納制度」が
　終了することのお知らせ
　過去10年間の国民年金保険料の未納期間等を納め
ることができる後納制度（10年の後納制度）が平成
27年9月30日で終了し、新たに過去5年間に未納等
になっている期間を納めることができる制度が10月
から始まりました。（5年の後納制度）
※5年の後納制度とは
　国民年金を納めることが可能な期間は、保険料の
納期限から2年間となっておりますが、何らかの事
情で、この2年間が過ぎてしまったため保険料を納
めることができなくなり、その結果、将来の年金が
少なくなったり、年金そのものを受給することがで
きなくなることがあります。このような状況を防止
するため、保険料を納付する期間が2年間から5年間
に延長されました。

●�国民年金保険料免除に係る
　遡及申請の注意点
　付加年金及び国民年金基金に加入されている方で、
保険料免除が遡及して承認された場合は、承認され

た年月まで遡って付加年金及び国民年金基金が脱退
となります。
　また、免除申請の取消申請を行っても、一度脱退
になった国民年金基金等は再度加入の申込みをした
日からの加入となります。

●�「社会保険料（国民年金保険料）
　控除証明書」の発行について
　平成27年1月1日から9月30日までの間に国民年
金保険料を納付された方については、社会保険料（国
民年金保険料）控除証明書が11月上旬に日本年金機
構本部から送付されることになっています。また、
平成27年10月1日から12月31日までの間に今年は
じめて国民年金保険料を納付された方については、
翌年の2月上旬に送付されます。
　控除証明書が届かない方、また、紛失等により再
発行が必要な方は年金事務所までお問合せください。

　①スポーツ体験を主軸とした体験型イベント
　②各市町の観光PRや特産品・グルメ等の販売

　�「福井しあわせ元気」国体・
障害者スポーツ大会実行委員会

　一般財団法人福井県産業会館

　12月12日(土) ～ 13日(日)
　両日とも10:00 ～ 17:00
　　　　サンドーム福井

　⑴�スポーツ体験・スポーツ教室、すべて無料体験
　⑵福井国体応援ステージ 
　　①応援トークショー

村上めぐみ・幅口絵里香（ビーチバレー）、
山本優子（ウエリフ）

　　②応援ステージ発表　
　⑶�市町おもてなしブース「まん福

ぷく
まつり2015」

　⑷福井しあわせ元気ゆるきゃら国体2015

新鮮な野菜と、こだわりの手作り惣菜が並ぶ農産物直売
所。お弁当・オードブルなどのご注文も承ります。出荷
者も随時募集中です！

月～金曜日は移動販売車が運行中です。新鮮でお値打ち
の商品が満載です。

営業時間　午前 9:30 ～午後 7:00
定 休 日　なし（毎日営業）

電話：0776ｰ97ｰ8161
松 岡 支 店 TEL 61-1200
永平寺支店 TEL 63-3220

上志比支店 TEL 64-2323
福井医大支店 TEL 67-1900

防火・防災および
自主防災組織訓練の相談は、
最寄りの消防署へ

永平寺町消防本部・署	  61‐0179　  61‐0168
　　　　　上志比分署	  64‐2180
 http://www.shobo.town.eiheiji.lg.jp 火災・救急・救助は119番

年末年始における火災予防について
　年末年始は、休日が多く気ぜわしく、また慌ただしくなり、「気の
緩み」「ちょっとした不注意」「普段のなれ」などで、防火の気配りも
おろそかになります。
　家族全員が、今一度防火の心構えを再確認し、火気の取り扱いには
十分注意しましょう。
　また、お出かけ前や就寝前にはもう一度火の元を確かめましょう。

●�寝タバコはやめましょう。また、灰皿のない所では、タバコを吸わ
ないようにしましょう。
●�燃焼器具は定期的に点検し、不備があるときは専門業者で点検を受
けましょう。
●�ガス器具を使用した後は、必ず元栓をしめましょう。
●�子供の火遊びに注意し、マッチやライターの管理を十分にしましょ
う。
●�万一に備え、出入口の点検や除雪に努めましょう。
●�家族全員で火気の取扱い、避難方法などについて話し合いましょう。
●�住宅用火災警報器を設置し９年ほど経過し、電池交換の時期が近づ
いてきています。作動点検を実施し、電池切れになっていないか点
検しましょう。

●�人の出入りが多くなる事業所では、繁忙のため火気の取り扱いがお
ろそかになりがちです。巡回体制を強化するとともに、避難誘導が
円滑に行われるよう従業員一人ひとりの責任分担を明確にしておき
ましょう。
●�年末年始が休日となる事業所では、定期的に巡回を行うとともに、
建物周囲には燃えやすいものは置かないようにしましょう。

家庭の皆さんへ

事業所の皆さんへ

福井年金事務所�  23-4516
住民生活課�  61-3945

問合せ

趣旨

主催

会場

内容

開催日時
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永
平
寺
支
所

休
日
・
時
間
外
業
務

終
了
の
お
知
ら
せ

　

本
年
6
月
開
催
の
永
平
寺
地
区
区

長
会
で
も
ご
説
明
し
ま
し
た
が
、
平

成
28
年
4
月
か
ら
は
、
永
平
寺
支
所

隣
に
消
防
本
部
が
設
置
さ
れ
、
緊
急

時
に
お
け
る
対
応
や
施
設
の
安
全
管

町
か
ら
の

お
知
ら
せ

お
ト
ク
で
楽
し
い

情
報
が
満
載
で
す
。

知
っ
ト
ク

情
報

理
が
行
え
る
こ
と
か
ら
、
宿
直
・
日

直
業
務
を
終
了
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

永
平
寺
地
区
住
民
の
皆
様
に
は
ご

理
解
と
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

な
お
、
休
日
・
時
間
外
に
お
け
る

婚
姻
届
や
死
亡
届
な
ど
の
申
請
は
、

本
庁
又
は
上
志
比
支
所
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

家
屋
等
を
新
・
増
築
、

取
り
壊
し
し
た
場
合
に
は

届
け
出
を

　

家
屋
に
か
か
る
固
定
資
産
税
は
、

問
合
せ

問
合
せ

問
合
せ

問
合
せ

問
合
せ

し
尿
汚
泥
肥
料
の

お
知
ら
せ

　

上
志
比
処
理
場
で
作
成
し
た
、
し

尿
汚
泥
肥
料
（
も
こ
も
こ
）
を
上
志

比
支
所
に
お
い
て
無
料
で
配
布
し
て

い
ま
す
。
誰
で
も
ご
自
由
に
お
使
い

い
た
だ
け
る
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

※�

肥
料
は
樹
木
用
で
す
。
野
菜
等
、

食
物
の
肥
料
に
は
適
し
て
い
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
上
下
水
道
課

�
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‐
0
2
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間
の
所
得
を
計
算
し
て
申
告
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
収
入
金
額
に
関

す
る
も
の
、
必
要
経
費
に
関
す
る
も

の
、
取
引
な
ど
の
記
録
を
整
理
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

2
月
15
日
ス
タ
ー
ト

確
定
申
告
は
早
め
に

ご
準
備
を
！

今
か
ら
準
備
を
始
め
て
く
だ
さ
い

　

確
定
申
告
は
、
自
分
自
身
で
一
年

知っトク情報

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
の

屋
根
雪
下
ろ
し
に
対
す
る

補
助
に
つ
い
て

　

大
雪
な
ど
に
よ
り
屋
根
の
雪
下
ろ

し
を
行
っ
た
場
合
、「
雪
下
ろ
し
支

援
金
」
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対�

象
者　
永
平
寺
町
内
に
住
所
が
あ

り
、
次
に
該
当
す
る
町
民
税
非
課

税
世
帯
で
、
自
力
で
屋
根
の
除
雪

が
困
難
な
世
帯
。
た
だ
し
、
近
隣

に
息
子
夫
婦
や
親
戚
の
方
が
居
住

し
て
い
る
な
ど
、
除
雪
が
困
難
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
な
い
世
帯
は
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

⑴�

65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者

世
帯

⑵�

65
歳
以
上
の
高
齢
者
夫
婦
世
帯

（
夫
婦
の
ど
ち
ら
か
が
70
歳
以
上

の
場
合
を
含
む
）

⑶
一
人
暮
ら
し
の
身
体
障
害
者
世
帯

⑷�

⑴
か
ら
⑶
に
準
じ
、
特
に
必
要
と

認
め
ら
れ
る
世
帯

補�
助
金
額　
除
雪
に
要
し
た
金
額
と

次
に
掲
げ
る
基
準
額
と
を
比
較
し

て
少
な
い
金
額
を
補
助
し
ま
す
。

た
だ
し
、
除
雪
に
係
る
補
助
は
１

冬
期
間
に
つ
き
2
回
が
限
度
で
す
。

補�

助
基
準
額　
１
世
帯
あ
た
り
１
回

に
つ
き
1
万
１
千
円

交�

付
申
請　
福
祉
保
健
課
へ
申
請
書

（
領
収
書
を
添
付
）
を
提
出

申
請
期
間　
平
成
28
年
２
月
29
日
ま
で

　
　
　
　
　
福
祉
保
健
課

 

61
‐
３
９
２
０

問
合
せ

毎
年
１
月
１
日
の
賦
課
基
準
日
に
所

有
し
て
い
る
方
へ
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

家
屋
を
新
・
増
築
さ
れ
た
場
合
、

来
年
度
課
税
す
る
に
あ
た
り
職
員
に

よ
る
家
屋
評
価
調
査
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
1
月
1
日
ま
で
に
新
・
増
築

家
屋
が
完
成
し
、
職
員
が
調
査
に

伺
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
役
場
税
務

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
、

翌
年
か
ら
の
固
定
資
産
税
対
象
か
ら

除
外
さ
れ
ま
す
が
、
届
け
出
が
な
い

と
翌
年
度
以
降
も
課
税
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
家
屋
を
取
り
壊
さ
れ

た
方
は
、
す
み
や
か
に
役
場
税
務
課

も
し
く
は
各
支
所
窓
口
ま
で
固
定
資

産
異
動
申
告
書
の
提
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
　
　
　
　
税
務
課

�
 

61
‐
3
9
4
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確
定
申
告
を
ス
ム
ー
ズ
に

◎�

収
支
内
訳
書
・
医
療
費
控
除
の
明

細
な
ど
の
作
成
を
！

　

事
業
所
得
な
ど
の
収
支
内
訳
書
や

医
療
費
控
除
の
明
細
を
事
前
に
作
成

く
だ
さ
い
。
作
成
が
な
い
場
合
は
、

申
告
の
受
付
が
で
き
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎�

介
護
の
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定

書
を
ご
用
意
く
だ
さ
い

　

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
は
、

福
祉
保
健
課
で
来
年
１
月
以
降
に
障

害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
の
交
付
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
認
定
書
を

お
持
ち
の
上
、
必
ず
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

無
収
入
で
も
申
告
を
！

　
「
所
得
税
が
か
か
ら
な
い
か
ら
住

民
税
の
申
告
は
し
な
い
」
は
大
き
な

間
違
い
で
す
。
特
に
遺
族
年
金
や
障

害
年
金
の
受
給
者
、
無
収
入
の
扶
養

家
族
の
人
は
、
申
告
を
し
な
い
と
所

得
証
明
書
の
発
行
が
で
き
な
い
場
合

や
、
介
護
保
険
や
国
民
健
康
保
険
な

ど
各
種
制
度
の
軽
減
措
置
が
受
け
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必

ず
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

農
業
所
得
の
収
支
内
訳
書
の
準
備
を

　

農
業
所
得
の
あ
る
方
は
、
耕
作
面

積
に
関
係
な
く
、
ま
た
稲
作
・
畑
作

を
問
わ
ず
に
収
支
内
訳
書
を
作
成
し

て
く
だ
さ
い
。
収
支
内
訳
書
が
な
い

と
申
告
受
付
を
お
断
り
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

所
得
を
合
算
で
き
ま
す

　

作
成
さ
れ
た
収
支
内
訳
書
を
基
に

農
業
所
得
を
確
定
し
、
他
の
所
得
と

合
算
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

例
え
ば
、
給
与
所
得
者
（
主
に
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
）
が
農
業
所
得
も

申
告
す
る
場
合
、
農
業
所
得
が
赤
字

に
な
れ
ば
、
そ
の
赤
字
の
部
分
を
給

与
所
得
と
損
益
通
算
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
税
務
課 

61
‐
３
９
４
４

漏
水
調
査
の
お
知
ら
せ

　

皆
様
に
は
日
頃
よ
り
永
平
寺
町
の

水
道
事
業
に
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
上
志
比
地
区
に
お
き
ま

し
て
、
水
道
メ
ー
タ
・
消
火
栓
・
仕

切
弁
の
漏
水
調
査
を
実
施
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

調
査
は
、
永
平
寺
町
が
管
理
す
る

消
火
栓
や
仕
切
弁
、
及
び
宅
地
内
の

水
道
メ
ー
タ
を
対
象
と
し
、
漏
水
調

査
を
実
施
し
ま
す
。

　

尚
、
調
査
に
は
永
平
寺
町
が
委
託

し
た
調
査
員
が
調
査
に
あ
た
り
、
永

平
寺
町
発
行
の
身
分
証
を
携
帯
し
て

い
ま
す
。

調�

査
実
施
日　
12
月
1
日
（
火
）
～

12
月
25
日
（
金
）

調
査
時
間　
午
前
9
時
～
午
後
5
時

お
願
い

◦�

調
査
は
順
番
に
各
家
庭
の
水
道

メ
ー
タ
を
拝
見
し
、
漏
水
発
見
の

際
は
、
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

◦�

訪
問
時
は
、
調
査
員
か
ら
身
分
証

を
提
示
し
、
声
を
か
け
ま
す
が
、

ご
不
在
の
際
で
も
可
能
な
場
合
に

つ
い
て
は
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い

◦�

調
査
員
は
、
永
平
寺
町
の
委
託
業

務
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

調
査
に
際
し
て
調
査
費
用
の
請
求

や
、
物
品
の
販
売
を
行
う
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

◦�

調
査
の
対
象
は
、
水
道
メ
ー
タ
ま

で
で
す
。
調
査
員
が
建
物
内
に
立

ち
入
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
（
但

し
、
建
物
内
に
水
道
メ
ー
タ
が
あ

る
場
合
に
は
、
ご
協
力
く
だ
さ

い
。）

◦�

調
査
員
の
携
帯
す
る
身
分
証
は
、

永
平
寺
町
の
公
印
が
押
さ
れ
て
い

ま
す
。
調
査
員
は
要
請
が
あ
れ
ば

提
示
い
た
し
ま
す
の
で
、
不
審
に

思
わ
れ
た
場
合
に
は
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　

何
か
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し

ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
上
下
水
道
課

�
 

61
‐
0
2
7
7

委
託
業
者

　
フ
ジ
地
中
情
報
株
式
会
社金

沢
事
務
所

 

0
7
6
‐
2
4
4
‐
8
9
4
1

担
当　
木
下
、
高
嶋

「幸福度日本一
ふくい」

アイテム募集
募�集内容　「幸福」を
思い浮かべる場所
や幸せを感じたエ
ピソードを募集
【一般部門】【シニ
ア 部 門（65歳 以
上）】【ジュニア部門（高校生以下）】
で募集

応�募方法　①写真データ（理由を添
えて）②エピソード（100文字程度） 
　〈送付先〉seisaku@pref.fukui.lg.jp
応�募結果　審査の上、「幸福アイテ
ム」を選定。選定された方には賞
品を贈呈

募集締切

1
8

〈金〉まで
年
末
年
始
の
コ
ン
ビ
ニ

交
付
一
時
利
用
停
止

　

12
月
29
日
（
火
）
か
ら
1
月
3
日

（
日
）
に
か
け
て
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の

ご
利
用
が
で
き
ま
せ
ん
。
全
国
の
コ

ン
ビ
ニ
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
住
民
生
活
課

�
 

61
‐
3
9
4
5

問
合
せ
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総務課　  61-3941問合せ

●�マイナンバーの通
知や利用手続き等
で、国や自治体の
職員が家族構成、
資産や年金・保険
の状況等を聞くこ
とはありません。

●�不審な電話はすぐに切り、来訪の申し出
があっても断ってください。

●�万が一金銭を要求されても決して支払わ
ないようにしましょう。

●�少しでも不安を感じたら、すぐにお住ま
いの自治体の消費生活センター等にご相
談ください（消費者ホットライン188）。

＊なお、マイナンバー制度の問い合わせは、
内閣府のマイナンバー専用コールセン
ター 0570 ｰ 20 ｰ 0178で受け付けてい
ます。

事例1 　「マイナンバー制度の導入に伴い、
個人情報を調査中である」と言って、女性が
訪問し、資産や保険の契約状況などを聞かれ
た。本当に行政機関がそのような調査をして
いるのか。

（60歳代  女性）

事例2 　若い男性から「マイナ
ンバーが順次届いており、みんな手
続きしているが、あなたは手続きし
たか」との電話があった。「まだして
いない」と答えると、「早く手続き
をしないと刑事問題になるかも
しれない」などと言われ、不審に思っ
た。（70歳代　男性）

マイナンバー制度に
便乗した詐欺に注意

松岡保健センター　  61 ｰ 0111問合せ

月　　日 時　　間 場　　所

12月 9日㈬ 13時30分～
15時 松岡保健センター

12月10日㈭ 13時30分～
15時 永平寺保健センター

12月11日㈮ 13時30分～
15時 上志比保健センター

第
十
回
特
別
弔
慰
金
の

支
給

　

平
成
27
年
4
月
1
日
に
お
い
て
、

恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
や
戦
傷

病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る

遺
族
年
金
等
の
受
給
者
が
一
人
も
い

な
い
場
合
に
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

対�

象
者　
戦
没
死
亡
当
時
の
ご
遺
族

の
う
ち
、
次
の
順
番
に
よ
る
先
順

位
の
ご
遺
族
お
一
人
で
す
。

　
1�

、
平
成
27
年
4
月
1
日
ま
で
に

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護

法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を

取
得
し
た
方 

　
2
、
戦
没
者
等
の
子 

　
3�

、
戦
没
者
等
の
⑴
父
母　

⑵
孫　

⑶
祖
父
母　
⑷
兄
弟
姉
妹

　
※�

た
だ
し
、
戦
没
者
等
の
死
亡
当

時
、
生
計
関
係
を
有
し
て
い
る

こ
と
等
の
要
件
を
満
た
し
て
い

る
か
ど
う
か
に
よ
り
、
順
番
が

入
れ
替
わ
り
ま
す
。 

　
4�

、
上
記
1
か
ら
3
以
外
の
戦
没

者
等
の
三
親
等
内
の
遺
族

　
※�

た
だ
し
、
戦
没
者
の
死
亡
時
ま

で
引
き
続
き
1
年
以
上
の
生
計

関
係
が
あ
っ
た
方
に
限
り
ま

す
。 

支�

給
内
容　
額
面
25
万
円
、
5
年
償

還
の
記
名
国
債

請�

求
期
間　
平
成
27
年
7
月
6
日
～

平
成
30
年
4
月
2
日
ま
で

請
求
窓
口
・
問
合
せ

提
出
書
類

　
①
特
別
弔
慰
金
請
求
書 

　
②�

遺
族
の
現
況
等
に
つ
い
て
の
申

立
書 

　
③
国
庫
債
券
印
鑑
等
届
出 

　
④�

請
求
同
意
書
（
同
順
位
者
が
い

る
場
合
）

　
⑤
請
求
者
の
戸
籍
抄
本
等 

　
⑥
そ
の
他
必
要
な
書
類

　
※�

①
か
ら
④
の
書
類
は
福
祉
保
健

課
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

　
福
祉
保
健
課�

 

61
‐
3
9
2
0

※�

た
だ
し
、
第
8
回
も
し
く
は
第
9

回
の
特
別
弔
慰
金
を
請
求
さ
れ
た

方
が
、
引
き
続
き
請
求
さ
れ
る
場

合
の
み
、
永
平
寺
支
所
・
上
志
比

支
所
の
窓
口
で
も
請
求
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す

1
い い

1からだ体操
教室のご案内

放送大学
４月入学生募集中

みんなの健康づくり
推進事業 参加団体募集中

　寒いからといって閉じこもっていませんか。
　運動不足がちな冬だからこそ体操をしましょう。

　1
いい
1からだ体操教室を

次のとおり開催します。
当日は、健康運動指導士
による1

いい
1からだ体操の

解説と指導があります。
ぜひご参加ください。

　入学試験のない国立系の通信制大学です。
　仕事をしながら、テレビ、インターネット等でマイペー
スに学び、あなたの夢を実現してください。
　生涯学習に、キャリアアップに、各種の
資格取得に全国で約9万人が学んでいます。
お気軽にお問い合わせください。
　　　　 
　アオッサ７Ｆ　放送大学福井学習センター
　  22-6361 　  22-6431

　永平寺町の健康づくり行動目標（永平寺町健康づくり１
い い
１か

らだ条）を推進し、健康教室等を自主的に実施する永平寺町内
会や永平寺町民で構成するグループに補助をしています。
　詳しい内容は、松岡保健センターまでお問い合わせください。
　尚、他の類似の制度による補助を受けている事業、祭りや運
動会など地域で既に恒例となっている事業、政治、宗教、営利
を目的とした事業は対象になりません。

松岡保健センター　  61-0111問合せ

問合せ

入学願書受付

3
20
〈日〉まで

求人情報
自衛官募集

　防衛省では、平成28年春採用の“自衛官候補生”を募集
しています。
募集締切　平成28年1月14日（木）
試�験日及び場所　平成28年1月17日（日）
　　　　　　　　フェニックスプラザ
試�験種目　筆記試験、口述試験、適性検査及び身体検査
応募資格　①�平成28年4月1日現在18歳以上27歳未満の男子
　　　　　②日本国籍を有する。
　詳しくはお問い合わせください。連絡をお待ちしており
ます。
　　　　　総務課　  61 ｰ 3941
　　　　　自衛隊大野地域事務所　  0779 ｰ 65 ｰ 6325
問合せ

新
た
に
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
」

を
開
設

０
１
２
０
‐
９
５
‐
０
１
７
８

（
無
料
）

●�

「
通
知
カ
ー
ド
」「
個
人
番
号
カ
ー

ド
」
に
関
す
る
こ
と
や
、
そ
の
他

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
す
る
お

問
合
せ
に
お
答
え
し
ま
す
。

●�

音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
っ
て
、
お

聞
き
に
な
り
た
い
情
報
の
メ

ニ
ュ
ー
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

●�

既
存
の
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
も
継
続
し

て
設
置
し
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
の

音
声
案
内
で
も
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

平　
日
／
9
時
30
分
～
22
時

土
日
祝
／
9
時
30
分
～
17
時
30
分

（
年
末
年
始
12
月
29
日
～
1
月
3

日
を
除
く
）

▼�

一
部
I
P
電
話
等
で
上
記
ダ
イ
ヤ

ル
に
繋
が
ら
な
い
場
合
（
有
料
）

◦�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
す
る
こ
と

☎
0
5
0
‐
3
8
1
6
‐
9
4
0
5

◦�

「
通
知
カ
ー
ド
」「
個
人
番
号
カ
ー

ド
」
に
関
す
る
こ
と

☎
0
5
0
‐
3
8
1
8
‐
1
2
5
0

▼�

英
語
・
中
国
語
・
韓
国
語
・
ス
ペ

イ
ン
語
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
対
応
の

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

◦�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
す
る
こ
と

☎
0
1
2
0
‐
0
1
7
8
‐
2
6

◦�

「
通
知
カ
ー
ド
」「
個
人
番
号
カ
ー

ド
」
に
関
す
る
こ
と

☎
0
1
2
0
‐
0
1
7
8
‐
2
7

（
英
語
以
外
の
言
語
に
つ
い
て
は
、

平
日
9
時
30
分
～
20
時
ま
で
の
対

応
と
な
り
ま
す
。）

知っトク情報 知っトク情報

1
月
10
日
（
日
）

平
成
28
年
永
平
寺
町
成
人
式

受
付
／
13
時
～ 

開
会
13
時
半
～ 

上
志
比
文
化
会
館
サ
ン
サ
ン
ホ
ー
ル
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「
に
お
い
」
と
い
う
観
点
か
ら
「
ま

ち
」
を
再
認
識
す
る
た
め
に
、「
ま
ち
」

に
あ
る
「
に
お
い
」
と
、
そ
れ
に
紐

付
い
た
思
い
出
な
ど
を
「
ガ
リ
バ
ー

マ
ッ
プ
（
3
・
5
ｍ
×
3
・
5
ｍ
）」

に
書
き
込
み
な
が
ら
、「
ま
ち
」と「
に

お
い
」
が
、
い
か
に
結
び
つ
い
て
い

る
か
、「
ま
ち
」
の
特
徴
的
な
「
に

お
い
」
は
、
な
ん
だ
ろ
う
か
と
語
り

合
う
、体
験
型
講
座
（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
）
を
永
平
寺
門
前
の
志
比
地
区

（
10
月
4
日
）
と
、
公
共
交
通
の
要

衝
で
あ
っ
た
東
古
市
地
区
（
11
月
1

日
）
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
福
井
大
学
産
学
官

連
携
本
部
の
永
野
聡
研
究
員
と
永
平

寺
町
が
連
携
し
て
行
っ
て
い
る
事
業

で
、
永
平
寺
門
前
観
光
協
会
や
東
古

市
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。

　
参
加
者
ら
は
「
ガ
リ
バ
ー
マ
ッ
プ
」

の
上
に
乗
り
、「
ま
ち
」
全
体
の
「
に

お
い
」
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
し
、

　

研
修
会
で
は
、
マ
ナ
ー
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
「
こ
と
は
理
」
の
枡
谷
真

澄
講
師
を
お
招
き
し
、挨
拶
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
来
客
応
対
な
ど
１

時
間
30
分
に
わ
た
り
、
接
遇
マ
ナ
ー

に
つ
い
て
勉
強
し
ま
し
た
。
町
民
の

皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な

接
客
対
応
を
目
指
し
て
、
全
職
員
で

努
め
て
い
き
ま
す
。

現
在
の「
に
お
い
」や
昔
の「
に
お
い
」

を
懐
か
し
み
な
が
ら
記
入
し
て
い
き

ま
し
た
。

　
「
に
お
い
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し

た
ま
ち
づ
く
り
は
、
全
国
で
も
あ
ま

り
例
が
無
い
先
駆
的
な
取
り
組
み
み

で
す
。
試
行
錯
誤
が
続
く
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
報
道
機
関
か
ら
の
問
い

合
わ
せ
も
あ
り
、
今
後
注
目
を
集
め

そ
う
で
す
。

「
に
お
い
」
を
ま
ち
づ
く
り
に

　
10
月
4
日
、
11
月
1
日

志
比
地
区
・
東
古
市
地
区

接
遇
マ
ナ
ー
研
修

　
11
月
5
日
　
永
平
寺
緑
の
村

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

永
平
寺
町
戦
没
者
追
悼
式

11
月
6
日
㈮
　
サ
ン
サ
ン
ホ
ー
ル

第
12
回
永
平
寺
町
未
来
会
議

11
月
12
日
　
四
季
の
森
文
化
館

永
平
寺
参
ろ
ー
ど
禅
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

11
月
8
日
㈰

　
あ
い
に
く
の
小
雨
模
様
の
中
、「
永

平
寺
参
ろ
ー
ど
禅
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

に
約
2
0
0
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

沿
線
で
は
、
コ
ー
ヒ
ー
や
永
平
寺
そ

ば
、名
物
だ
ん
ご
茶
屋
が
出
店
。
ゴ
ー

ル
の
門
前
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
で
は
、

葉
っ
ぱ
寿
司
な
ど
婦
人
グ
ル
ー
プ
に

よ
る
、「
ち
ょ
こ
っ
と
マ
ル
シ
ェ
」
も

同
時
に
開
催
さ
れ
、
雨
の
中
で
し
た

が
、 

ほ
っ
こ
り
し
た
大
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

参
加
者
の
皆
様
、
ご
協
力
く
だ

さ
っ
た
関
係
者
の
皆
様
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

魅
力
あ
る
永
平
寺
町
を
つ
く
る
た

め
に
意
見
を
出
し
合
う
、「
永
平
寺

町
未
来
会
議
」
が
四
季
の
森
文
化
館

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
会
員
の
方
か
ら
要
望
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、「
財
政
か
ら
見

る
永
平
寺
町
の
未
来
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
勉
強
会
を
実
施
。
平
成
26
年
度

の
決
算
か
ら
歳
入
・
歳
出
の
割
合
や

今
後
の
財
政
の
見
通
し
な
ど
、
財
政

課
長
か
ら
30
分
程
度
の
説
明
が
行
わ

れ
、
会
員
の
方
は
熱
心
に
メ
モ
を

と
っ
た
り
、
積
極
的
に
質
問
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
永
平
寺
町
戦
没
者
追

悼
式
が
行
わ
れ
、
戦
没
者
ご
遺
族
や

関
係
者
１
２
９
名
が
参
列
し
、
鎮
魂

の
祈
り
を
捧
げ
平
和
の
思
い
を
新
た

に
し
ま
し
た
。

　

河
合
町
長
が
、「
終
戦
か
ら
今
年

で
区
切
り
と
な
る
70
年
が
経
過
し
ま

し
た
。（
中
略
）
戦
争
を
知
ら
な
い

世
代
の
人
た
ち
も
、
先
の
大
戦
で
学

ん
だ
幾
多
の
貴
重
な
教
訓
を
風
化
さ

せ
る
こ
と
な
く
、
次
の
世
代
に
も

し
っ
か
り
と
語
り
継
ぐ
こ
と
が
、
国

民
の
義
務
で
あ
り
、
こ
う
し
た
思
い

を
胸
に
刻
み
、
永
久
な
る
平
和
を
築

く
こ
と
を
こ
こ
に
お
誓
い
申
し
上
げ

ま
す
。」
と
、
追
悼
の
こ
と
ば
を
述

べ
ま
し
た
。

国体に向け、ス
ポーツ少年団

や部活動など
を紹介

河合町長が走
る

突撃インタビュー！

国体へ一直線！

Q.バレー部の特徴、魅力を教えて下さい。
A.いつも元気に、声を出して練習していることです。

Q.バレーを始めたキッカケは何ですか？
A.バレーをしている姿を見てかっこいいと思ったからです。

Q.３年生が引退して、新チームになった感想を聞かせて下さい。
A.３年生がいた時と雰囲気がまた違った感じがするので、
   今度は自分たちが部を盛り上げていきたいです。

Q.今後の目標を教えて下さい。
A.まずは大会で１勝を目指します！

私たちバレー部はこんな部活です！
１、いつでも元気に！
ピンチな時こそ、声を出し、ファイトあるプレー
を目指す。

２、粘り強くあきらめない！
最後の最後まで全力でプレーする。

３、チーム全員仲が良い！
仲間を大切にし、全員でボールをつなぐ。

４、感謝する心を忘れない！
物・人・全ての心を大切にする。

K A M I S H I H I  J U N I O R  H I G H  S C H O O L  V O L L E Y B A L L  C L U B
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上志比中学校バレー部

Q.いつ頃から活動されていますか
A.創部７年目となります。
　今年は創部の時から続けている子どもたち全員が、それぞ
れ出場したコンクールで優勝を手にすることができました。
熱心にご指導くださった南部敬子先生には、感謝の気持ち
でいっぱいです。

Q.どんな活動をされていますか
A.コンクールのみならず、ボランティア活動（福祉施設慰問等）
や地域活動（文化祭等）に参加する機会も多くあります。
日本の伝統芸能である「吟舞」とはどんなものか伝えられ
る場となっています。

Q.活動を通して感じることはどんなことですか
A.コンクール、ボランティア活動、地域活動と、忙しく活動し
ていますが、子どもたちはいつも精一杯頑張っています。
お互いを応援したり、時にはライバルであったり、教え合っ
たりしながらみんなで向上していくことを目指しています。
また、この吟舞を通して「あいさつに始まり、あいさつに
終わる」礼節を重んじ、成長していってほしいと願ってい
ます。

Q.今年はすばらしい成績を残していると聞きましたが
A.平成27年度のコンクール実績は、次の通りです。
ビクター吟友会全国コンクール北陸大会
　　　　　　　　　　　 …… 幼年の部「優勝」「２位」
　　　　　　　　　　　 …… 少年の部「優勝」「３位」
日本吟剣詩舞全国コンクール中部大会 幼年の部「優勝」
日本吟剣詩舞全国コンクール決勝大会 幼年の部「２位」
北陸三県吟剣詩舞道大会 ………… 一部「優勝」「２位」

………… 群部「優勝」
ビクター吟友会全国コンクール決勝大会……幼年の部「２位」
　　　　　　　　　　　　　　　 ……少年の部「優勝」

上志比子ども吟舞クラブ
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☆おやな はれ ちゃん☆

☆もりつか めい ちゃん☆

☆たんぼ ひなと ちゃん☆

☆あさい しゅんた ちゃん☆

ご自慢のペット募集中！　応募者多数の場合は、掲載時期を調整します。（福祉保健課 61ｰ3920まで）

こんにちは！
食改です。

ヘルシーな肉料理

ひき肉の包み蒸し
材　料（５人分）
●豚挽き肉…250ｇ
●麩…20ｇ
●卵…1個

●玉ねぎ…100ｇ
●青菜（茎）…150ｇ
●ごま油…適量
●紅ショウガ…10ｇ

●片栗粉…小5
●酒…小5
●濃口醤油…小1
●人参…50ｇ(10枚）

●青菜（葉）…10枚
●濃口醤油・酢…各大1．小2
●練りからし…適量

1玉ねぎ・青菜茎をみじん切りにして、ごま油で炒めて冷ましておく。
2麩を袋に入れ叩いて細かく砕き、溶き卵と1をあわせておく。紅ショウガも刻んでおく。
3ボールに豚挽肉・片栗粉・酒・濃口醤油を入れてよく練り、2を加えさらに練っておく。
　1人5個になるように丸める
4人参を縦に薄切りにしたものを軽く茹で、3の肉団子のうち1人分2個の周りにまく。
5残りの肉団子と人参を巻いたものを蒸し器に並べ、強めの中火で10分～15分蒸す。
6蒸しあがったら肉団子を取り出し、そのうち1人分2個を青菜で包み、再び30秒～1分蒸す。
7出来上がった包み蒸しを器に盛り付け、濃口醤油・酢をあわせ、好みで練りからしを添えておく。
　★蒸し器を使わず　電子レンジでも簡単に調理出来ます　
　　600Ｗの電子レンジでラップをかけて、100ｇ当たり1分間加熱する

今回、紹介するレシピは「ひき肉の包み蒸し」です。
材料を 混ぜて 丸めて 野菜で巻いて。楽しく作っ
てみてください。主菜に野菜をプラスして、バラ
ンスよく食べましょう！
食生活改善推進員会では、
地区での料理教室を開催しております。
お気軽にお問い合わせください。
（松岡保健センター TEL.61-0111）

なかよし幼児園

大川 修斗くん
（2才）松岡薬師

しゅうと

2015年11月1日現在（前月比）

（住民基本台帳より 外国人含む）

19,236人

小林 　つを（89歳）上浄法寺

中村 和子（86歳）松岡春日２

後藤 島行（82歳）東古市

菅原 喜代司（67歳）松岡窪

赤井 喜市（95歳）清水

末廣 清子（79歳）松岡葵２

坂下 典子（86歳）栃原

川越 末吉（87歳）松岡吉野堺

長谷川 信子（91歳）吉波

吉田 貞子（87歳）浅見

樂木 義信（72歳）松岡松ケ原１

渡邉 ふみ　（104歳）市野々

西尾 捨三（87歳）松岡宮重

いわみ としこ

日々成長する子ども達と真
剣に向き合い、時には悩み
ながらも、それ以上に元気
パワーをくれる「子ども達
の笑顔」を見たいという思
いで、毎日楽しく保育に当
たっています。「子育てしや
すい町、永平寺」の保育士
として、少しでも地域の子
育てを応援できる一人にな
れるよう頑張ります。よろ
しくお願いします。

おうたが大好き♡
毎日、いろんなおうたを歌って

います。最近のブームは「えい

ぼうくん」のおうたです。

宇隨 彩乃ちゃん
（2才）松岡神明

あやの

音楽が流れると、歌って踊って

元気いっぱい！

かわいい笑顔にみんなメロメロ

です。

（＋17世帯）

（10月届出順・敬称略）

合　計

男

女

世帯数

岩見敏子です。

世帯6,249

（＋5人）

9,320人（－1人）
9,916人 （＋6人）

★光澤 秋陽（あきひ）…男
　保護者（公平・久実）／松岡芝原１

★反保 陽翔（ひなと）…男
　保護者（和也・千尋）／竹原

★森塚 芽生（めい）…女
　保護者（拓也・ちなみ）／松岡下合月

★朝井 駿太（しゅんた）…男
　保護者（洋信・麻央）／松岡西野中

★御簗 はれ（はれ）…女
　保護者（健一・智子）／松岡春日２

（10月届出順・敬称略）

【松岡芝原２】
♥田邊 丈路（松岡芝原２）
♥上田 美伸（熊本県）
【松岡神明１】
♥河合 隼生（松岡越坂２）
♥滝口 諒子（坂井市）

【諏訪間】
♥西川 友平（福井市）
♥竹澤 亜純（諏訪間）

【松岡西野中】
♥酒井 孝宏（松岡西野中）
♥小寺 加恵（越前市）
【松岡松ケ原３】
♥平尾 和希（松岡松ケ原４）
♥西村 陽子（福井市）
【松岡観音３】
♥後 昇良（松岡観音３）
♥嶋田 晴佳（松岡観音３）

【松岡室】
♥田辺 宙（松岡吉野）
♥手塚 彩（勝山市）

（10月届出順・敬称略）

宮崎さんちの
めぐむくん
ミドリガメ
男の子

ぼくは３兄弟の二番目。そろそろ

冬眠の準備をしなきゃ。春に

なったらまた遊んでね。

男の子（11月で11歳）

酒井さんちの
チロくん

車の助手席に乗って、窓から顔を

出して走るのが大好き！ちょっぴりお

となしいけど、人なつっこいんだ☆

┏河合隼生さん・諒子さん┏
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　「おいしいね！永平寺」料理コン
テストの二次審査会が行われたこ
の日は、一次審査を通過した12
グループ13名が参加。町の特産
品をふんだんに使用し、60分の
時間制限の中、いずれ劣らぬ料
理の腕を披露しました。
　できあがった料理は、お弁当の
中にアイデアがいっぱい！楽しさ
いっぱい！のあふれんばかりの美味
しさが盛り込まれていて、甲乙つ
けがたいものとなりました。

　最優秀賞に選ばれた大野市在
住の平田亮輔さんは、「地元の野
菜をふんだんに使い、九頭竜川で
採れた鮎を焼き、ほぐした身を混
ぜておむすびを作り、永平寺町を
表現しました。」と笑顔いっぱいで
話してくれました。
　入賞したお弁当の中から永平寺
町のレストランサニーサイドにて、
12月７日より１日限定10食で
販売されます。(要予約)
　みなさんもぜひ一度召し
上がってください。

最優秀賞「鮎が美
味！スタミナ

　にんにくのしゃき
しゃきにぎり」

12月
号

平
成
27年

12月
4日
発
行

毎
月
第
一
金
曜
日
発
行

第８回「環境ポスター」
図画作品コンクール入賞作品

最優秀賞

特　選

松岡中学校
島　田　千　歩

松岡中学校
不動堂　瑞　希

永平寺中学校
坂　井　優　香

永平寺中学校
宮　腰　瑠　佳

上志比中学校
中　瀬　み　く

松岡中学校
東　　姫花里


